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A CASE OF DOMESTIC VIOLENCE-RELATED PAGE KIDNEY
Fumiaki Hoshiyama, Isamu Nakanou, Yuta Toyoshima, Chie Matsushita,
Ken Fujimoto, Takamasa Ono, Nobuo Oyama and Hitoshi Momose
The Department of Urology, Hoshigaoka Koseinenkin Hospital
Page kidney is caused by the accumulation of blood in the perinephric or subcapsular space, resulting in
compression of the involved kidney, renal ischemia and high renin hypertension. We describe a case of
domestic violence-related Page kidney. This report also reviews previously described cases of Page kidney.
(Hinyokika Kiyo 55 : 331-333, 2009)












現病歴 : 2007年 4 月頃より夫による domestic vio-
lence を受け，右腹部腫瘤の出現を自覚するも放置し




初診時現症 :血圧 196/110 mmHg．右側腹部から季
肋部にかけて乳児頭大の腫瘤を触知した．
入院時検査所見 :血液生化学検査は RBC 400×104/
μ l，Hb 10.6 g/dl，Ht 32.0％と軽度貧血状態であっ
た．血漿レニン濃度 73 pg/ml，アルドステロン 191
pg/ml と上昇を認めた．








治療経過 : 2007年 6月よりベシル酸アムロジピン 5
mg を内服開始した．また，2007年 7月よりカンデサ
ルタンシレキセチル 1日量 8 mg を追加した．腎被膜
下血腫の確認および高血圧発症との関連性を確認する
ことを目的として，同月エコーガイド下経皮的血腫ド
レナージ術を施行し，陳旧血性内容液 を約 1,200 ml
回収した．これにより血圧は 110/72 mmHg と低下
し，血漿レニン濃度 14 pg/ml・アルドステロン 107
pg/ml と改善したため降圧剤を中止することができた
が，Hb 9.1 g/dl と貧血の悪化を認めた．2007年 9月
CT にて血腫の再発を認め，血圧が 150/90 mmHg と
上昇し，血漿レニン濃度 30 pg/ml・アルドステロン
150 pg/ml と再度上昇をきたしたため，降圧剤の再投
与を開始した．なお，Hb 11.5 g/dl と貧血は改善して
いた．2007年11月， 2度目の経皮的血腫ドレナージ術
を施行し，血性内容液 850 ml を回収した．これによ
り血圧は 112/64 mmHg と低下した．2008年 1月 CT







2008年 6月の血漿レニン濃度 4.4 pg/ml・アルドス































一般に Page kidney の治療法として，○1 腎摘除術，
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